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以下の問では、真空の誘電率を𝜺𝟎 = 𝟖. 𝟖𝟓 × 𝟏𝟎−𝟏𝟐[𝐅/𝐦]、真空の透磁率を𝝁𝟎 = 𝟒𝝅× 𝟏𝟎−𝟕[𝐇/𝐦]とする。 

問題１ 真空中に電荷𝑄 = 2[μC]が球状に均等に分布している。球の半径𝑎 = 2[m]のとき、球の中心から

𝑟 = 0.4[m]の位置の電界𝐸の値を求めよ。 

∮𝐸𝑛𝑑𝑆
 

𝑆

=
𝑄

𝜀
 

𝐸 = 900[V/m] 

 

 

 

問題２ 地球を真空中に浮かぶ、半径 𝑟 = 6378[km]の完全な真球である導体球と考える。このとき、地

球の静電容量の値を求めよ。 

𝑄 = 𝐶𝑉 

𝐶 = 7.09 × 10−4[F] 

 

 

 

問題３ 図(a)のように真空中に一辺𝑟 = 4[m]の正方形の導線に𝐼 = 0.5[A]が流れている。正方形の中心 O

の磁束密度の大きさ𝐵の値を求めよ。但し、図(b)の点 P の磁束密度は𝐵 = 𝜇0
𝐼

4𝜋𝑎
(sin𝜙1 + sin𝜙2)である。 
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(sin𝜙1 + sin𝜙2) 

𝐵 = 1.414 × 10−7[T] 

 

 

 

 

 

問題４ 20回巻きで線抵抗𝑅 = 4[Ω]のコイルがある。コイルを貫く磁束が𝜑 = 2sin(ωt)[Wb]のとき、流れ

る電流の瞬時値 𝑖を求めよ。但し、電流の符号は考慮しないものとする。 

𝑒 = −
d𝜑

d𝑡
 

𝑖 = 𝑒/𝑅 = 10cos(ωt)[A] 

 

 

問題５ マクスウェル方程式は以下の４本である。各問題と最も関連がある式一つに〇をつけなさい。 

マクスウェル方程式 問題１ 問題３ 問題４ 

∇ ∙ 𝑩 = 0    

∇ × 𝑬 = −
𝜕𝑩

𝜕𝑡
   〇 

∇ ∙ 𝑫 = 𝜌 〇   

∇ × 𝑯 = 𝒋 +
𝜕𝑫

𝜕𝑡
  〇  
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